








るが、1978 年からの経済改革と開放につれて、都市人口は急増しつつ、今現在 1000 万人




か 2400 万台の車の保有量であるが、2014 年に一気に 1 億 3000 万台に上がった。そして、


































　例えば、日本の場合、明治維新（1868 年）から 1970 年代まで米国に次ぐ第二位の資本主義経済
大国になるまで約 100 年かかった。これに対して、中国はもし鄧小平の経済改革と開放（1978 年）
の実施から数えるならば、まだ 40 年未満であるが、もし新中国成立の 1949 年から数えるならば、
まだ 70 年間にはなっていない。































立の 1949年から数えるならば、まだ 70年間にはなっていない。 
 
表１ 中国 10大都市と人口 
順番 都市 人口（万人） 
1 重慶 2884.6 
2 上海 2301.9 
3 北京 1961.2 
4 成都 1404.8 
5 天津 1293.8 
6 広州 1270.1 
7 保定 1119.4 
8 ハルビン 1063.6 
9 蘇州 1046.6 
10 深セン 1035.8 































順番 都市 自動車（万台） 
1 北京 537 
2 重慶 400 
3 成都 336 
4 深セン 290 
5 上海 272 
6 広州 269 
7 天津 259 
8 杭州 252 
9 蘇州 245 
10 鄭州 231 










　その結果、2014 年中国の乗用車の保有量は 1 億 4000 万台になっている。これに対して、10 年
前にわずか 2400 万台しかないので、年間 1100 万台位増加している。
　一方、乗用車の保有量は 100 万台を超える都市は３１もある。その中に 200 万台を保有する 10
大都市は北京、重慶、成都、深セン、上海、広州、天津、杭州、蘇州、鄭州の順になっている。２
　この 10 大都市の自動車総数は 3091 万台であり、全国自動車保有量の 1/4 弱を占める。もう少
し詳しくみれば、その前 5 位の都市の中に北京は 537 万台、重慶は約 400 万台、成都は 336 万台、
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　北京市は都市として 3000 余年、首都として 860 余年の歴史および 7 つの世界文化遺産のある大
都市である（図２）。
　1949 年新中国が成立してから、数回の行政区域の調整を行いこともあり、今現在面積は 1.7 万平
















ればおよそ半分の人口の 1053万人は 5号環状線の内側、約 700平方キロの地域に住んで











　交通道路は北京市の中心の天安門を廻り、1960 年代開通した 2 号環状線を始め、いまの 6 号環
状線まで拡大されている。しかし、人口の分布はとても不均衡であり、統計によればおよそ半分の
人口の 1053 万人は 5 号環状線の内側、約 700 平方キロの地域に住んでいるのに対して、残りの半











　もう少し詳しく言えば、幹線道路は天安門を中心に 1960 年代の 2 号環状線からいまの６号環状
線に拡大されている。しかし、人口分布はとても不均衡であり、その半分位の 1053 万人が 5 号環
状線の内側、約 700 平方キロの地域に住んでいるが、外の半分位の人口は５号環状線の外側、約 1.6
万平方キロの広大な地帯に分布している。
　人口密度を見れば、北京市 5 号環状線域内は１平方キロ 1.5 万人位である。東京都の場合は区部












































































　2017 年までには家庭乗用車の増加台数は年間 60 万台とする。それを超えてはいけない。こうして、













































　資料によれば、カーシェアリングという発端は 1940 年代の北欧であり、そして 21 世紀に入って、
環境保護や自動車社会の反省から欧米で徐々に復活し広がるようになっている。その中に有名なカー
シェアリング会社は Aotulib、City Car Club、 GoGet, Greenwheels、Zoom、Zipcar などが挙げられる。
経営規模を見れば、Car2Go 社は 90 万人の会員と 1.2 万台の車を有し、一位を占めている。Zipcar
社は 76.7 万人会員と 1.1 万台車を持ち、二位である。12
　一方、世界で 2013 年カーシェアリング会社のサービス料の収入は 10 億ドルあり、2020 年 62
億ドルに上がると予測される。
　環境保護と資源節約の面で、このような共同使用の自動車 1 台があれば、9-13 台の個人乗用車を
削減できると推定され、 持続可能な交通手段と言われる。13 
　日本交通エコロジーモビリティ財団によれば、カーシェアリングが日本に登場したのは 2000 年
以降のことであるが、2010 年以降の発展ぶりは速かった。2015 年 3 月の調査ではカーシェアリン
グの会社は約 30、会員数は 68 万余人、車は 1.6 万台ある。14 
　一方、その内の大手はタイムズカープラス社であり、40 万人会員と 1 万台の車を有する。同社は






































　同社の前身は 2012 年シンガポールで中国人留学生が創立した iCarsClub というカーシェアリング
会社であるが、半年の間に現地業界の一番大きな会社として成功を遂げた。しかし、シンガポール
の法律は自家用車の貸出が週末にしか許可されないので、より大きな市場を開拓しようと、2013 年




退職の A さんが 25 万元（日本円 500 万位相当）で中古のドイツのアウディを買って、同社で登録










の所有者の比率は僅か 17% しかないが、2015 年 3 月の調査ではそれが 55% へと急増した。17







は 150 元位で高いので、ここで論外にする。夏休み中次の 3 つの交通道具を使っていた。
　1 つ目は市営バスと地下鉄。料金は 30 元位（約 600 円）でとても安いが、時間は長い。乗り換
えを入れて、往復は 4 時間位かかる。暇があれば割合に楽な方法と言えよう。5 回位使った。
　2 つ目の選択肢はレンタカー。車は勿論新型が多くてで、サービスも文句なし。料金は車種によっ
て違うが、保険やガソリンを含め、大体一日 200 元（4000 円相当）から起算する。ついでに筆者
が借りた一番高い車は日産の高級車で 800 元位かかったことがある。5 回位使った。
　3 つ目の交通手段はこの「汽車共享」である。15 回位使った。























　1 つ目は法律に関する問題。例えば「中国道路交通運輸条例」第 64 条によると、関係部門の許可
がなければ、道路運輸の経営を従事することを禁ずる。そして、違法行為に対し、その違法所得を
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